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学位論文内容の要旨 
 
本研究は，不飽和地盤内の水と空気の流動を支配する透気係数の定義を明確に示し，飽和に近い状態
での不飽和土中の透気係数の非定常法による測定方法を確立することを目的とするものである。 
まず，不飽和土中の間隙空気圧を間隙水圧と分離するためのフィルター材についての適用性について
検討し，従来使用されていたガラスフィルターだけでは不十分であることを実験によって示した。この
改善策として，ガラスフィルターの前面に撥水性の防水スプレーを塗付する方法（Type G(S)）とガラス
フィルターの前面に PTFE（ポリテトラフルオロエチレン）製のメンブレンフィルター（孔径 3.0μm）を
設置する方法（Type GM）の有用性を実験で検討した。その結果，Type G(S)は 60cm 程度の水頭まで，
また，Type GM は 20m 程度の水頭まで，それぞれ耐えられることがわかった。なお，本論文で提案した
非定常法による透気係数測定実験には，間隙空気圧分離用のフィルター材として実際に Type G(S)を使用
した。その結果，固有透気係数を算出するために必要な間隙空気圧を精度良く測定することができた。 
次に，透気係数測定方法に関して，高含水状態における透気係数を精度良く求めるために，非定常法
による透気係数測定実験法を提案した。瞬時水分計測法による透気係数の求め方を確立し，一次元の鉛
直の土柱を用いた瞬時水分計測法により透気係数測定実験を行った。その結果，提案する非定常法を用
いると，高含水領域の土の透気係数が計測できることがわかった。これより，従来の定常法による透気
試験法と，今回提案した瞬時水分計測法による透気試験法を併用することによって，全含水領域に関す
る透気係数の測定が可能となることが示唆された。さらに，本論文で提案した透気係数を対象とした瞬
時水分計測法において，間隙水圧の計測を並行して計測することで，原理的に透水係数も同時に求める
ことが可能であることは，本試験方法の優れた利点であるといえる。 
以上 
  
論文審査結果の要旨 
 
 本研究は，不飽和地盤内の水と空気の流動を支配する透気係数について固有透過度を用いて明確に定義し，
不飽和土中の透気係数の非定常法による測定方法を確立することを目的としたものである。以下に本研究の
主な成果を列挙する。 
(1) 透気係数測定方法に関して，高含水状態における透気係数を精度良く求めるために，非定常法による透
気係数測定実験法を提案した。瞬時水分計測法による透気係数の求め方を確立し，一次元の鉛直の土柱
を用いた瞬時水分計測法により透気係数測定実験を行った。その結果，提案する非定常法を用いると，
高含水領域の土の透気係数が計測できることがわかった。これより，従来の定常法による透気試験法と，
今回提案した瞬時水分計測法による透気試験法を併用することによって，全含水領域に関する透気係数
の測定が可能となることを示した。さらに，本研究で提案した透気係数を対象とした瞬時水分計測法に
おいて，間隙水圧の計測を並行して計測することで，原理的に透水係数も同時に求めることが可能であ
ることは，本試験方法の優れた利点であるといえる。 
(2) 不飽和土中の間隙空気圧を間隙水圧と分離するためのフィルター材についての適用性について検討し，
従来使用されていたガラスフィルターだけでは不十分であることを実験によって示した。この改善策と
して，ガラスフィルターの前面にフッ素樹脂を塗付する方法（方法Ａ）と，ガラスフィルターの前面に
PTFE（ポリテトラフルオロエチレン）製のメンブレンフィルター（孔径 3.0μm）を設置する方法（方法
Ｂ）の有用性を実験により示した。また，本研究で提案した上記(1)の透気係数測定方法に，実際に間隙
空気圧分離用のフィルター材として方法Ａを使用した。その結果，固有透気係数を算出するために必要
な間隙空気圧を精度良く測定することができた。 
 上記の研究成果は，気液二相流における不飽和土の浸透特性の評価に大きく貢献するものである。よって，
本研究は，博士（環境学）を授与するに値すると判断した。 
   
